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江戸時代初期頃に福川を松丸太で堰止め、江袋溜井を造りかんがいしていたことに始ま
る。その後大正末期に設けられた江袋堰を、昭和58年の福川改修工事により撤去し、補償工
事としてラバー堰と揚水機場を設け取水することになった。取水された用水は、既設水路へ
導水し江袋溜井の水位を上げ、各用水へと送水される。周辺地域は、県営ほ場整備事業妻沼
西南地区の実施(S49～60)により、区画、道路用排水等の整備が行われ現在に至る。
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